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文責:校長 近藤伸 

「はて?」× 「深い学び」=目に見えない力 
I 
I 「はてっ,·,。」 【はて:疑問ゃ迷いが出た時ゃ考えてみる時に使う言葉。】 

I 朝のTVドラマ。法律を学んでいる主人公が、何かおかしいとか理不尽な出来事に直面した時、 

I 「はてワj と言葉を発して、困難に直面しても諦めずに思考し続Iナることにより問題を解決してい 

I

く。 

疑問に思うこと、 納得のいかないことに対して、 どうすれば答えが導き出せるか思考し続Iナる。 

I この「はて?」は、 現在の学校教育現場におIナる、 生徒の資質 能力を育成するための「主体的 

1 対話的で深い学び」と非常に関係があるのではないかと思います。学習指導要領(全国のどの地域で 

I 教育を受けても、ー定の水準の教育を受けられるようにするための教育課程(カリキュラム)の基 

I 準)では、知識の習得にとどまらず、育てたい資質 能力として「知識及び技能」「思考力·判断力· 

I 表現力」「学びに向かう力、人間性(主体的‘対話的で深い学び)など」の3っの柱を掲げています。 

~ 

「 

-

― 

i 

i 

-

~ 
「主体的·対話的で深い学び」の3っの柱 

1 主体的な学び 生徒自身が課題を設定し、問題解決するスキルを身に着け自己実現を昭る。 

2 対話的な学び お互いに意見を出し合い、自分なりのアイデアを持っことを目指す。 

3 深い学び 自分自身の知識ゃ技能を基に問題解決のための考え方を身に着ける。 

1 「主体的·対話的で深い学び」によって、ー昔前の価値観である点数化された知識(テストの点数) 

I のように客観的な“見える力”だけではなく、生徒自身が感じた様々な問題を解決したり、他者との 

I

対話を通じて 自分な(フのアイデアゃ考えを持っことが重要視され、 “目には見えない力(プF 認知能 
I 力)"(具体的にはゃる気·忍耐力·協調性·自制心·コミュニケーショソ力·自己肯定感など)をい 

I かにして生徒自身が身に着けるかが重要だとされています。 

I 上川高校が持っ特色の-っに「上川町のおとな達」ゃ「上川町と関係のあるおとな達」が、高校の 

I 授業(総合的な探究の時間)に積極的に参加していただいていることが挙げられます。おとな達が持 

I

っ様々なスキル(知識ゃ技能)ゃ経験値を生徒達は身近に受Il ることができます。 当然、 生徒たち 

I は、大人との会話に刺激を受けっっ、他者の意見を尊重するなど、実際に体験することにより社会 

I 性·コミュニケーション力が身にっいてきていると思います。 

I

(是プF 、 総合的な探究の時間の授業を見学に来てください。 授業見学を希望される方は、 事前に高校 

I までご連絡ください。国番号2 -1 409 ) 

I 

高校生は本当にスポソジのように何事に対しても吸収力が凄い。 

I Fはて?」と間題意識を持ち続け、疑問に対して「深く考える」ことにより、自ら考えて行動ができ 

I るようになっていきます。上高生には‘‘目に見える力(認知能力)'’と “三に見えない力(非認知能 

I

力) をノ、ラソスよく身に着Iナて、 どんどん成長して欲しいと願っています。 保護者の皆様、 町民の 

I 皆様、高校に関係する皆様、「上高応援団(サポータ一)」として今後ともご指導とご支援をよろしく 

I お願いいたします。様々な視点からご意見をいただければと考えております。上川高校の「強み」は 

I 何か。「弱み」は何か。どのような「支援」を受Iナているか。高校を取り巻く環境の 

I 「脅威」は何か。是非、アソケ一トにご協カください。 アソケート回答方法は 回融撫鬼回 

I 以下の通りです。 麟勲wak 
1 *QRコ一ドを読み取り回答https: //fornis. g Le/Xfx5QFASGPNFSKkz6 轡露響, 

t男予又を,薄せ 
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カミコードウデショウを開催しました（６月18日） ～地域連携学習～
地域おこし協力隊との連携で、株式会社WOWWOWプラスの原
田俊英様と渋谷明子様に来校していただきました。各学年毎に「物
語をつくる」というワークショップを実施。手始めに映画の作り方
やハリウッドに伝わる「ヒットする映画の法則」などを解説してい
ただき、その後に、同じテーマ（登場人物・舞台・趣旨）で各自の
物語制作に挑戦。初めての体験に頭を悩ませながらも、真剣に取り
組んでいる様子がうかがえました。一人一人の様子を見ながら、講

師・先生が絶妙なタイミングで声かけや
助言をしたことで、よりよい気づきが生
まれ、前向きに取り組めた時間になりま
した。同じテーマでも人によって様々な
物語が生まれることや共通することが理
解できたとともに、何かを生み出す難し
さや楽しさを経験できました。御指導く
ださった皆様ありがとうございました。

７月の行事予定 １学年宿泊研修（６月13・14日）
一泊二日の集団生活の通して、自分と仲間のより

よい関係を見いだすこと、上川町の豊かな自然を理
解することを目的として層
雲峡エリアを中心に活動を
実施しました。
１日目午前は層雲峡ビジ

ターセンター見学から黒岳
５合目付近の散策、午後か
らはオートキャンプ場でレ
クリエーションを楽しみま
した。夕食にはグループ毎
にカレーライスを調理。協
働作業をすることで、連帯
感が深まったようです。
２日目午前は石狩川での

ラフティング体験で上川の
自然を満喫し、昼食はあさ
ひ食堂さんでラーメンセッ
トをいただき満腹に。最後
は、大雪森のガーデンの色
とりどりの世界を堪能して
無事終了となりました。受
け入れて下さった皆様、ありがとうございました。

陸上部大会報告（６／11・13）
全道大会女子やり投げに３年大丸瑚乃果さんと２年
對馬聡美さん、男子やり投げに3年辰巳飛朱くんが
出場しましたが、惜しくも全国大会出場権は得られ
ませんでした。多大なる御支援とご声援をいただき、
ありがとうございました。

- お知らせ -
上川高校ＨＰには「令和６年度いじめ防止基本方針」が
掲載されています。本校のいじめ防止への取組について
ご意見等がありましたら kamikawa@hokkaido-c.ed.jp
までご連絡ください。

日 曜 行　　　　事

1 月
2 火
3 水 体験入学

4 木
5 金
6 土
7 日 第１回英語検定(２次)

8 月
9 火
10 水 職員会議

11 木
12 金 上高祭①

13 土 上高祭②

14 日 上高祭③

15 月 海の日

16 火 上高祭振替休業日

17 水 上高祭振替休業日

18 木
19 金 郷土理解野外活動

20 土
21 日
22 月 郷土理解野外活動（予備日）

23 火
24 水 全校集会

25 木 夏季休業（8月21日まで）

26 金
27 土
28 日
29 月
30 火

31 水



第６６回上高祭

土

北 海 道 上 川 高 等 学 校
作 明石佳音・明石栞奈（上川中出身）

クラス催事（体験型イベントを企画中）
飲食品販売（各学年模擬店・PTA協力店）

【新企画】

花火大会 (場所：高校グランド)

19:45 打ち上げ開始
※高校関係者以外は校地内に立入りできませんのでご了承ください
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